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　 　 　 　 onstrates　an　iso-density　tumor　in　the　left
　 　 　 　 renal　pelvis　with　a　diametcr　of　2　cm,
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Fig.2.　Sagit亡al　T2　weightcd　magnetic　resonance
　 　 　 　 image　demonstrates　an　iso-intensity　tu-
　 　 　 　 mor(arrow　head)in　thc　left　renal　pelvis.
　 　 　 　 Acontinuous　low-intensity　lesion(arrow)
　 　 　 　 from　the　left　renal　pclvis　toupPer　ureter
　 　 　 　 indicatcs　blood　clotting.
効果を示さない径2cm大 の腫瘤を認めた。また,左
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　 　 　 　 　 of　di価sc,100sely魚scicular　prolifヒration
　 　 　 　 　 of　spindlc　c lls　with　abundant　infiltrate　of
　 　 　 　 　 inflammatory　cells(A).　Immunohisto-
　 　 　 　 　 chemical　staining　f()rαsmooth　muscle





性病変 とみなされ,炎 症性偽腫瘍,形 質細胞性肉芽
腫,黄 色状偽腫瘍,偽 肉腫状筋線維芽細胞性増殖 と
いった様々な名称で報告されてきた.しか しなが ら,
最近では病理組織学的な検討および染色体分析より,










吉田,ほ か　炎症性筋線維芽細胞性腫瘍 ・腎孟 33
desminに陽性であるため,筋 線維芽細胞の存在 とし








されているが,尿 路生殖器に発生す るものは稀 であ
り,本邦 における腎孟発生報告例 は1例 のみであ
る4)腎孟 に発生 した炎症性偽腫瘍として組織学的検
索が施行 されていない症例 も含め,本邦 にて7例 が報






















25%と報告 されている8)　しか しなが ら,リ ンパ節や
脾臓のいわゆる炎症性偽腫瘍にはALKの 発現が認め
られず,予 後 もきわめて良好であり,IMTとは別枠
で取 り扱 うべ きであ るとの考 え もあ る9)同様 に
KapustaらIo)は腎,腎 孟,腎 周囲脂肪織に発生 した
IMT　8例中全例がvimentinに,7例がSMAに 陽性
を示 したが,全 例がALK陰 性であり,再発 した症例
を認めていないと報告 している.そのため,本 症例を
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